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豊川市主催ホール公演事業 ～海軍工廠・空襲のお話～ 

劇団「放電家族」 机上の空襲 
－広島への募金も実施します！－ 

の実施 

 

平成 30年 7月 23日 

 

豊川市政記者クラブ加盟社 各位 

 

 

 

 

 

 

 

 

市では、市民の皆様に質の高い文化芸術に触れていただく機会を少しでも設

けようと年間を通してホール公演事業を主催していますが、今回は、次の作品

をご紹介させていただきます。 

 

劇団「放電家族」 机上の空襲 

開催日：平成３０年 ８月 ３日(金)１９時、４日(土)１３時 

会 場：豊川市御津文化会館 

入場料：一般２，０００円(当日２，５００円) ２４歳以下１，０００円 

    ※全席自由 

出演者：佃典彦(劇団 B級遊撃隊)、川本麻里那(劇団あおきりみかん)、 

劇団「放電家族」他 

 

豊川市出身、脚本家・演出家・俳優の天野順一朗氏が、海軍工廠を独自の視点

で描く作品。自ら主宰する劇団「放電家族」と豪華客演でお贈りします。 

 

豊川市出身の天野氏は、実家が旧海軍工廠の近くにあり、また、遊び場だった

桜ヶ丘ミュージアムにも海軍工廠の遺品や資料などが常設展示されているので、

無意識にも意識的にも、豊川海軍工廠を感じ・考えて大人になりました。折りに

触れ「豊川海軍工廠」と「空襲」、そして何より「戦争の悲劇」について考える

機会が多く、「豊川海軍工廠」に思い入れがあるとのこと。 

この芝居は、戦争はもうこりごりだという作者の気持ちをベースに、死ぬこと

よりも生きていることを中心に描いています。戦争というと、何人が死んだとい

うことばかりクローズアップされますが、その数字の向こうには人が生きてい

た。死ぬだけじゃない。笑ったり、怒ったり、恋をしたり。。。笑えるシーンも散

りばめられた楽しいお芝居であり、でもやはり、戦争のお話です。 

 

豊川市では、過去にも海軍工廠を題材とした演劇が上演されていますが、悲惨

なことばかりではない、笑いも交えて描いた当該作品は、これまでとは異なる角
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【お問合せ先】 

豊川市役所 市民部 文化振興課（文化会館）小原 

TEL:0533-84-8411 Eメール：bunka@city.toyokawa.lg.jp 

※火曜休館です 

度から“戦争”を感じていただけるのではないかと思います。 

シチュエーションも凝っており、演劇を初めて観る方でも観やすい作品とな

っています。 

 

≪あらすじ≫ 

劇作家の「ぼく」と師匠の「ツクダさん」は、「海軍工廠」と「空襲」を描い

た脚本を書いているうちに、作品の世界に入り込んでしまう・・・ 

そして、作品の中の人々と交流する中で、悲惨な話は書きたくなくなってしま

う。 

あることがきっかけで、現実の世界に戻れなくなり・・・ 

物語は、どのように幕を閉じるのか・・・ 

 

関連情報 

◎ 広島への募金を実施します 

  広島と豊川は、同じ甚大な戦争被災地であり、また、天野氏が毎年広島での

演劇イベントの司会を務めているということで、所縁があります。 

  今回、豪雨被害を受けた広島へ、お客様からの募金に劇団と天野氏個人から

のお金を足してご支援させていただくものです。 

 

◎ 東三河高校演劇部対象の見学会を実施します 

  公演前日に照明、音響、俳優の総キッカケ合わせというものがあります。こ

の見学会に、東三河高校演劇部の皆様の中で、チケットをご購入いただいた

方のうち先着３０名の方をご招待いたします。 

  実施日時：平成３０年８月２日(木)１３時から 

  ※現在募集中につき、参加者数は未定です 

 

 

海軍工廠が題材ということで、豊川市民の多くの皆様にご鑑賞いただきたく存

じます。 

また、広島への義援金についても、沢山の方からの募金があれば大変ありがた

く存知ますので、報道機関の皆様には、ぜひ、取り上げていただきたいと考えて

います。 

 

よろしくお願いいたします。 
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